
学習指導における効果的なICTの活用 

～複式学級と単式学級における効果的な ICT 活用法～ 

 

 尾花沢市立尾花沢小学校  笹原 大輔 

 

１ テーマ設定の理由 

私は昨年度４・５年複式学級（児童数１２名）

の担任であった。そして今年度は異動により４年

生の単式学級(児童数３１名)の担任をしている。 

学習形態が違うこの２つの学級ではあるが、両

方に共通する効果的なICTの活用法があるだろう

と考えこのテーマを設定した。 

 

 

２ 研究の仮説（１年目・２年目共通） 

〔仮説１〕  

児童自らICTを活用することで学習への意欲

が高まるであろう。 

〔仮説２〕  

学習課題の解決に向けてや話し合い活動など

でICTを利用すれば、より課題解決・話し合い

活動を効果的に進めることができるであろう。 

〔仮説３〕  

つけたい力を定着させる場面でICTを利用す

れば、より確実に定着させることができるであ

ろう。 

 

 

３ 研究の方法と計画 

仮説に基づき，以下の視点で研究を進めた。な

お、【複】は複式学級、【単】は単式学級で実践す

ることを表す。 

 

〔仮説１〕に関して 

(1) ICT機器への理解を深め、子どもたち自身 

が活用できるようにしていく。【複・単】 

(2) ICTを使う時間を毎時間設定して、システ 

ム化する。【複】 

 

 

〔仮説２〕に関して 

(1) 課題解決や話し合い（発表）場面での活

用のために使い方を指導する。【複・単】 

(2) 発表のモデルとなる姿を提示する。【単】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究の実践 

■研究１年目 複式学級(４･５年12名)での実践■ 

勤務していた福原地区では国語(光村図書)と算

数(東京書籍)のデジタル教科書を購入し、授業で

活用しているクラスも多い。ただ、電子黒板は各

校１台なので、全学年で活用できているわけでは

ない。 

そのような状況の中、他の先生方の理解もあり、

勤務校では４・５年学級に電子黒板を常設させて

頂けた。 

また、PC 室のパソコンは一人一台使えるとい

う恵まれた環境であった。 

 

【１年目・実践例１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

①学年、教科：４・５年複式 国語 

        （ICT 活用学年 ４・５年） 

②単元 ４年 写真と文章で説明しよう「『仕 

事リーフレット』を作ろう」 

    ５年 同じ読み方の漢字 

③本時の目標 

    ４年 写真と文章を対応させながら、 

       段落相互の関係に注意して文 

章を書くことができる。 

    ５年 同訓異字の言葉(漢字)の意味を 

辞典で調べ、正しく使うことが 

できる。 

〔仮説３〕に関して 

(1) コンピュータ室を適宜利用し、本時の学

習の定着に適した学習コンテンツを利用す

る。            【複・単】 

 (2) 学習の理解・定着を図るための学習コン 

テンツを作成し、利用する。【複・単】 



≪授業分析≫ 

学習 

形態 
学習活動（４年生）   学習活動（５年生） 

学習 

形態 

一

斉 

１ 課題を把握する。 

「写真を使った仕事リーフレットを作ろう。」 

２ リーフレットの１ページ目を完成さ

せる。 

前時までに１ペ

ージ目の途中まで進

んでいたので、５分

～１０分程度で終わ

った。（1ページ目） 

直

接 

間

接 

１ 漢字練習を行う。 

１０月以降、デジタル教科書の「新出漢字」のコンテ

ンツを用いて、子どもたちだけで行なっている。システ

ムとして学習に取り入れた。 

３学期現在は、よりスムーズに漢字練習に取り組める

ようになり、部首名

や使い方など、これ

までの漢字練習で

はあまり意識して

いなかったところ

も意識している様

子が見られた。 

個

人 

全

体 

個

人 

３ リーフレットの２ページ目に用いる

写真をコンピュータ室でプリントアウト

する。 

前時で印刷の

手順を確認し、

説明プリントも

準備したので子

どもたちだけで

進められた。 

４ 写真を貼り付けて、２ページ目の 

文章を完成させる。 

プリントアウトした写真をリーフレットの２

ページ目に貼り付け、インタビューで得た情報も

取り入れながら、文章を書く学習を行なった。 

ここで特に意識したのが段落である。しかし、

一人の子は１マス空けることを忘れて書いてい

た。「段落の最初に①②･･･などの番号を書かせれ

ばよかった。」と事後研で教えて頂いた。細かな

指導が足りなかった。 

間

接 

直

接 

２ 課題を把握する。 

「同じ読み方の漢字の意味を考えよう。」 

一

斉 

間

接 

３ 辞書で同訓異字の漢字の意味を調べる。 

一人一人が「はかる」「さす」「おう」それぞれの漢字

の意味を国語辞典を使って調べ、ノートに書き込んだ。 

個

人 

直

接 

４ 同訓異字の漢字がどの文に合うか確認 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習リーダーを中心に、デジタル教科書を使って答え

合わせを行った。 

全

員 

ペ

ア 

５ 自分の文章を推敲する。 

４名の子どもが進むこ

とができた。予想以上にス

ムーズに進んだのは、自分

が選んだ写真を使うこと

で、より意欲的に学習がで

きたからではないかと考

える。また、自分の文章を

推敲することで、よりよい文章ができあがった。 

直

接 

間

接 

５ 類題をする。 

デジタル教科書の問題をプリントにして一人一人が

辞書で調べ、答え合わせを子どもたちがデジタル教科書

を用いて行った。デジタル教科書には、その単元で使え

るワークシートや学習プリントも収められており、授業

に合わせて適宜編集して使えるのも魅力である。 

個

人 

個

人 

６ 漢字練習をする。 間

接 

直

接 

６ 答え合わせを行う。 全

員 

（2ページ目） 



この授業を通して感じたことは以下の４つである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）片方の学年に絞って使わせていく。     

この実践で最も強く感じたことである。どちら

の動きも気になってしまい、落ち着いて授業する

ことができず、私自身、４年と５年の間を忙しく

移動してしまった。 

つまり、両方の学年の間接指導に ICT を活用し

ようとすると無理がかかる。無理のない程度に活

用していくことがいいと感じた。 

 

（２）活用場面を広げていく。          

 今回の授業で主に検証したのは４年生が〔仮説

２〕、５年生が〔仮説１〕〔仮説３〕である。  

どれも有効であったとは思うが、もっともっと間

接時の ICT 活用を様々な場面で考える必要があ

る。 

 教室に電子黒板が設置されている恵まれた環境

である。日々の授業の中で、さらに活用場面を広

げていかなければならない。 

 

（３）デジタル教科書は間接指導の際に有効活 

用できる。 

 デジタル教科書はかなり使い勝手が良い。子ど

もたちが使える ICT としても適しているので、国

語・算数の間接時での有効な活用法を模索してい

く必要がある。 

 

（４）子どもたちが ICT 機器に触れられる時間を 

多くする。 

 子どもたちは、私たちが思っている以上に ICT

を活用することに抵抗はない。次々に吸収しよう

とする。そういう前向きな姿勢を利用して、どん

どん触らせ、間接時の学習がより学びの多いもの

になるようにしていく必要がある。 

 

 

 

 

【１年目・複式学級 実践例２】 

 

 

 

 

 

 

 

≪授業分析≫ 

子どもたちは３学期までに、デジタル教科書の

操作法をある程度身に付けた。そこで、自分たち

で一つ一つ操作させて授業を進める学習を行った。 

そうしたところ、全員が正八角形をかくことが

できた。なぜそれができたのかを考えると、まず

はデジタルコンテンツの分かりやすさが挙げられ

る。さらに、それまで自分たちでも進めることが

できるという自信をつけさせていたということが

大きい。算数科に限らず、国語・社会・理科など

の様々な教科を通じて「自分たちで」させてきた

からこそコンテンツを操り、何のつまずきもなく

学習できたのである。 

すべての学習でこのような流れの学習を組むこ

とは無理である。しかし、内容に応じて間接時の

ICT 活用を探れば、子どもたちの理解力は向上す

るのである。 

 

【１年目・複式学級 実践例３】 

 

 

 

 

 

 

 

≪授業分析≫ 

「ウナギのなぞを追って」は、教科書に初めて掲

載されたこともあり、子どもたちにとってイメー

ジしにくい内容・言葉がある。言葉だけによる要

約文の発表では聞き手側も理解しにくいことが予

想された。これまでは教科書の小さい挿絵を見せ

ながらの説明で分かりにくかったり、挿絵を拡大

コピーして掲示したりという準備が必要であった。 

そこで、聞き手が具体的にイメージできるよう

に、デジタル教科書に収録されている挿絵の画像

データを提示しながら発表するよう指導した。子

どもたちは注目させたい部分を自分で拡大したり、

① 学年、教科：４・５年複式 国語 

      （ICT 活用学年 ４年） 

② 単元 ４年 「ウナギのなぞを追って」 

③ 本時の目標 中心を明らかにしてまとめた 

要約文を、聞き手にも分かる 

ように伝えよう。 

（１）片方の学年に絞って使わせていく。 

（２）活用場面を広げていく。 

（３）デジタル教科書は間接指導の際に有効活

用できる。 

（４）子どもたちが ICT 機器に触れられる時間

を多くする。 

① 学年、教科：４・５年複式 算数 

        （ICT 活用学年 ５年） 

② 単元 ５年「正多角形と円周の長さ」 

③ 本時の目標 

     円の中心の周りの角を等分して 

    正多角形をかく方法を理解する。 



発表に合わせたタイミングで挿絵を提示したりし

ながら、間接時に発表練習を行った。 

本番では５人がお互いに協力しながら学習を進

めることができ、分かりやすい発表ができた。挿

絵を活用したことで、発表する時の言葉の使い方

についても意識できるようになった。 

 

■研究２年目・単式学級(4 年 33 名)での実践■ 

 勤務校の担当学年にデジタル教科書は導入され

ていないが、電子黒板がある。１年目同様、それ

を使っての研究が可能であった。また、【実践例１】

では、タブレットを一人一台持たせた実践を行う

ことができた。 

【２年目・単式学級 実践例１】 

 

 

 

 

 

 

 

≪授業分析≫ 

 本単元は２段階で構成することにした。 

 まずは、「アップとルーズで伝える」ことの長所

や短所を学ぶ。子どもたちが発信者となった時に、

目的に合わせてアップとルーズの写真を使い分け

させることができるようにするためである。 

 次に、「仕事紹介文を作ろう」でこれまでの学び

を生かして仕事紹介文を書く。 

 ここでは、「アップとルーズで伝える」で学習し

た知識を生かして、写真に 

対応した文章を書くことが 

目標である。 

 今回の学習では、交流す 

る際により聞き手にとって 

分かりやすい説明になるよ 

うにタブレットを使わせた。 

そのため、プリントアウト 

した写真ではなく、撮影し 

た画像を用いて文を書く活動を取り入れた。 

次に授業でタブレットを活用していった流れを

示す。 

① タブレットに慣れさせる。 

 慣れさせるために「アップとルーズで伝える」

を学習している間にタブレットを渡した。子ども

たちには、「先生がいる時なら、いつ使ってもい

い。」という条件で、なるべく多く触ることのでき

る機会を保障した。すると、子どもたちは私が思

っている以上に使い方を覚えていった。静止画や

動画の撮り方、再生方法などを遊びの中で覚えて

いくのである。中にはアップとルーズを意識した

撮影方法を楽しんだり、指先で画面を触って画像

を大きくしたりする方法を試す子どももいた。 

② アップとルーズを意識した撮影 

 仕事インタビューの際に、仕事紹介に必要な写

真を撮影した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここで、確認したことは「アップ」と「ルーズ」

の写真をとることである。子どもたちは、ここで

も遊びの中で身につけた技術を生かして、目的に

応じた撮影をすることができた。 

 また今回の学習では、タブレットを家に持ち帰

って家族の職業を調べてくる子も多かった。子ど

もたちが調べた仕事は以下の通りである。 

【校内】 

・校長・教頭・担任・養護教諭・図書館司書・栄

養教諭・用務員 

【家族】 

・保育士・看護士・自動車学校の教官・幼稚園園

長・介護福祉士・医者 

③ 本時・仕事紹介文の「なか」を書く。 

 紹介文は「はじめ」「なか」「おわり」の構成に

して書かせた。本時は「なか」の部分を書く活動。 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちは伝えたい内容に合わせて撮影した

画像を選びながら紹介文を書いた。同じ職種を調

① 学年、教科：４年単式 国語 

②単元 説明のしかたについて考えよう  

        「アップとルーズで伝える」 

        「仕事紹介文を作ろう」 

② 本時の目標 仕事紹介文の「なか」の文を 

       写真と対応させて書くことが 

できる。 



べた子ども同士でグループを組んでいたので、ア

ドバイスや写真を見合いながら互いの良さを確認

する場面も見られた。 

④本時・グループでの交流 

 写真と文の内容が合っているかどうかを見合う

グループ交流の時間も設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちの中には画面にタッチして拡大させ

るなど、タブレットならではの機能を使う子もお

り、特性を生かした学びを行っていた。 

⑤本時・全体で発表 

 最後にグループ代表の子ども二人に発表させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここは、本時の目標「文と写真の対応」に着目

させ、次の時間の意欲を高めようと設定した場面

である。子どもたちは発表者の文をよく聞きなが

ら、どのような文章表現がいいのかをよく考えな

がら聞くことができた。しかし、写真は視覚的に

捉えられるが、文章は聴覚情報だけなので、「文と

写真の対応」を全体で推敲するまでにはいたらな

かった。タブレットを直接つなぐことで、表現方

法の広がりは見られたが、「文と写真の対応」に目

を向けるとするならば、文章を見せることも必要

だった。だとすれば、もう一台電子黒板を準備す

るか、文章をプリントアウトすることも考えてい

かなければならなかっただろう。 

 

このようなタブレットを用いた学習を通して、

感じたことは以下の３つである。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）一人一台使えることを保障することは子 

どもの学習意欲を高める。 

  一人一台タブレットを使えることで最も変化

したのが学習意欲の高まりである。それまでは、

「国語の時間が楽しみだなあ。」と言う子は少な

かった。だが、タブレットを持たせたところ、

「早く国語の勉強したい！」とほぼ全員が言う

ようになった。 

  これまでのように写真を限定して渡したりカ

メラを持たせて撮ったりしていたときは、画像

の確認まで一日かかることもあった。しかし、

タブレットではそれが短時間でできる。また、

「これアップだよね。」「じゃあ、私ルーズ撮る

ね。」といったように、休み時間にも学習内容に

ついてよく話している姿が見られた。このよう

な主体的な活動が、学習課題に向かう意欲にも

つながっていった。 

また、単元最後の発表の際には、一人一人が

自分の仕事紹介文を写真と照らし合わせて堂々

と発表できた。自分が納得した写真と文だった

ので、大盛り上がりの発表となった。 

（２）これからの時代の新たな学習用具として 

期待できる。 

今回は国語でのタブレットを使った実践だ 

ったが、算数や社会、理科にもタブレットは有

有効であることが分かった。 

例えば４年理科「夏の生き物」では、外に出

て静止画や動画で生き物を撮影し、教室に戻っ

て交流するなどの学習が可能である。 

（３）どのような場合に効果的なのかをもっと吟 

  味する必要がある。 

画像がたくさんあったので、早く選んで書き

始める子もいればそうでない子もいた。本時で

は、「書く」という活動に主眼を置いていたので、

前時の最後にでも画像を決めておけば、より効

果的な学習ができたと感じている。しかし、グ

ループ内で発表し合う場面では、指で画像を切

り替えたり拡大したりしながらタブレットの特

性を生かしたわかりやすい発表ができていた。

（１）一人一台使えることを保障することは子 

どもの学習意欲を高める。 

（２）これからの時代の新たな学習用具として 

期待できる。 

（３）どのような場合に効果的なのかをもっと 

精選する必要がある。 



このことから、ねらいに応じて活用場面や活用

のしかたを吟味していく必要があると感じた。 

 

【２年目・単式学級 実践例２】 

 

 

 

 

 

≪授業分析≫ 

 この学習は主に【仮説３】（２）「学習の理解・

定着を図るための学習コンテンツを作成し、利用

する。」に関わっている。 

自作のコンテンツを使っての授業は１学期から

何回か行ってきた。このような授業コンテンツは、

本時のねらいを達成するためには非常に効果的で

あることが分かった。 

本時の導入では、まずお茶の葉のおかげで水虫

を治すことができた例を画像提示した。これは、

イラストを提示す 

ることで、子ども 

たちも分かりやす 

かったようだ。ま 

た、お茶を飲むこ 

とで癌などの病気 

も治ることを伝え 

た。ここでは、静岡での癌の発生率が低いという

データを提示した。具体的な数字は非常に効果的

だとも感じた。 

 自作コンテンツを作成するのは時間がかかるが、

視覚情報や聴覚情報を実態に応じて増やすことも

減らすこともできるので、子どもたちにとって、

非常に効果的な学習につながることが分かった。 

 

 

５ 成果と課題 

【成 果】 

〔仮説１〕について 

（１）ICT機器の使い方を教えることができれば、

子どもたちの学習意欲が高まり、私たちが思

っている以上に授業に活用できる。 

（２）複式学級であれば、間接指導の際にシス   

テムとして導入することでより学びの幅が 

広がる。 

〔仮説２〕について 

（１）タブレットは、相手に分かりやすく伝える

場面で資料を意図的に工夫して提示できる

め非常に有効である。話し合い活動にはなく

てはならないものになると思う。 

（２）複式学級の間接時に、発表のモデルを提示

したところ、それを見ながら学習する様子が

見られた。〔仮説１〕にも関わるが、ICT 機

器の扱いさえ身につけていれば、より効果的

な学習になる。 

 〔仮説３〕について 

子どもの課題意識を明確にした上で、目的

に応じた自作の学習コンテンツを活用する

ことは、つけたい力を定着させるために非常

に有効である。その意味で、複式でも単式で

も、学習コンテンツを活用できたことは大き

かった。 

 

【課 題】 

〔仮説１〕について 

複式学級では PC 室のパソコンを自由に使  

うことで、より充実した学習にしていくこと

は可能であるが、単式学級ではパソコン台数

に限りがあるので、複式学級のようなことは

できない。ハード面をもっと整備することが

必要である。また、自由に使えるという校内

での取り決めも必要である。 

〔仮説２〕について 

課題解決や話し合い（発表）場面で活用す

る意義をまずは考えなければならない。本時

の目標と照らし合わせ、ICT 機器を使うこと

が子どもたちにとって必要なのかどうかを

よく考えてから取り入れる必要があると思

った。 

学習を充実させるための補助用具というこ

とで ICT 機器は活用していかなければなら

ない。決してメインではないのである。 

〔仮説３〕について 

  インターネット上には一人でも学習できる

サイトがたくさんあるので、それをもっと活

用しなければいけないと思った。複式学級で

はそのような学習が比較的容易にできるの

で、活用できればよい。 

  学習コンテンツは非常に有効であるが、準

備に時間がかかる。インターネット上で検索

すると、いいコンテンツもたくさんあるので、

もっと活用していかなければいけない。 

① 学年，教科：４年単式 特別活動(学活) 

② 題材名 食の力～お茶の力～ 

③ 本時の目標 お茶の効用について知り，自 

      分の健康を考えようとする態度  

   を養うことができる。 


